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研究成果の概要（和文）：英語史における再構成、特に不定詞節からのかき混ぜ、および小節に

おける主語と述語の倒置の分布について、その全体像を明らかにするために調査を行った。い

ずれの非定形節の場合も、機能範疇の出現と確立により、現代英語までに再構成現象が消失し

たことを提案した。前者の場合は不定詞標識 to の文法化、後者の場合は形態変化による新たな

機能範疇の出現であり、異なるタイプの機能範疇の創発である。 
 
研究成果の概要（英文）：This study has investigated the distribution of scrambling from 
infinitival clauses and inversion between small clause subjects and predicates, in order to 
reveal the whole picture of restructuring in the history of English. It has been proposed 
that the loss of restructuring properties was caused by the rise and establishment of 
functional categories in the two types of nonfinite clauses. They involve different types of 
functional category emergence: the grammaticalization of the infinitive marker to in 
infinitival clauses, and the rise of a new functional category as a result of morphological 
change in small clauses. 
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１．研究開始当初の背景 
 通常は節の境界を越えて適用されない統
語操作、例えば受動化、接語化、かき混ぜ等
が、不定詞節の境界を越えて適用される場合
があり、そのような透明性現象は再構成
(restructuring)と呼ばれており、現代ゲルマ
ン語やロマンス語に関しては多くの研究が
ある。また、同様の透明性現象がイタリア語
の小節(small clause)においても見られるこ
とが、いくつかの文献で指摘されている。 

 現代英語では再構成現象は観察されないが、

初期の英語の不定詞節において類似の現象が

見られることが、いくつかの先行研究におい

て指摘されている(Visser 1973, Takahashi 

1982, Fischer 1990, Denison 1993, Wurff 

1997, Los 2005)。しかし、これらの研究では

散発的にデータが提示されているのみであり、

英語史における再構成の分布の全体像が明ら

かにされておらず、英語史のある時期におい
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てなぜ再構成が消失したのかに関して原理的

な説明が与えられていない。さらに私の知る

限り、小節における再構成については、英語

史に関するこれまでの先行研究において、そ

れに関わる言語事実の指摘さえも全くないの

が現状である。 

 これまでの自分の研究の一部において、英

語史における不定詞節と小節の構造変化につ

いて、特に機能範疇の出現という観点から考

察してきたので(Tanaka 1994, 1997, 2003, 

2007)、再構成についてもその研究成果を生か

したアプローチが可能ではないかと考え、本

研究の着想に至った。 

 また、機能範疇の出現に関しては、これま

での先行研究において、(1)既存の語彙範疇が

機能範疇に変化する、いわゆる文法化の事例

(Roberts and Roussou 2003)、(2)語彙範疇の

みからなる構造に新たに機能範疇が創発する

事例(Gelderen 1993, Osawa 2003)、という2

つのタイプが報告されている。したがって、

これまでに本格的に議論されたことがない英

語史における再構成について、機能範疇の出

現という観点から研究することによって、機

能範疇の出現というテーマに対して新しい視

点からアプローチすることができると考えら

れる。 
 
 
２．研究の目的 
 まず、英語史における再構成の歴史的変遷

の全体像を把握するために、電子コーパスを

用いた調査を行い、生成文法の最近の理論的

枠組みである極小主義理論に基づいて、その

調査結果に関して理論的説明を試みる。その

際、現代ゲルマン語やロマンス語における再

構成に関する研究動向の中でも、節のサイズ

に注目したアプローチを採用する。そして、

英語史における不定詞節と小節の構造変化に

関して、これまでに積み重ねてきた研究成果

に基づいて、機能範疇の出現という視点から、

再構成の歴史的変遷、特になぜ英語史のある

時期に再構成が消失したのかという問題につ

いて考察する。 
 
 
３．研究の方法 
 これまでの準備的な調査を継続し、ヨー

ク・コーパスやヘルシンキ・コーパス等の電

子コーパスを用いて、古英語から近代英語に

おける不定詞節と小節における再構成に関

するデータを集めて、その歴史的変遷の全貌

を明らかにする。小節における再構成につい

ては、小節の構造変化をテーマとする、横越

梓（当時、名古屋大学大学院、現在、名古屋

工業大学准教授）との共同研究の一部として、

電子コーパスを用いて調査を始めているの

で、連携しつつ調査を進めることとする。 

 以上のような調査から再構成に関する歴

史的変遷が明らかになれば、極小主義理論に

基づいた原理的説明に着手する。その際、自

分がこれまでに行ってきた不定詞節と小節

の構造変化の研究に照らして、再構成の歴史

的変遷について機能範疇の出現という観点

から説明を試みる。そこでは、不定詞節と小

節において機能範疇が出現したことを支持

する再構成以外の言語事実、およびそれが観

察されるようになった時期について検証し、

再構成の歴史的変遷と時期的に合致するの

かを考察する。また、以上の調査から結論と

して導かれた不定詞節と小節における機能

範疇の出現と、これまでの先行研究において

論じられている機能範疇の出現の事例を比

較検討し、機能範疇の出現という広く議論さ

れているテーマの中での本研究の位置付け

を明らかにする。 

 
 
４．研究成果 
 まず、再構成現象の1つである不定詞節から

のかき混ぜについて、（１）準備的研究の中

で得られた中英語のデータに関する理論的説

明、および（２）古英語と近代英語のデータ

の調査を行った。（１）については、不定詞

節からのかき混ぜが初期中英語では頻繁に見

られたが徐々に衰退し、15世紀初頭にはほぼ

消失したという事実を、最近の生成文法の枠

組みにおいて理論的説明を試みた。まず、例

外的格標示(Exceptional Case Marking)節か

らのかき混ぜのデータより、かき混ぜがA移動

であることを論じた。この移動は、古英語か

ら後期中英語にかけて、目的語･動詞語順を生

じる移動と同一であると考えられる。したが

って、不定詞節からのかき混ぜの消失は、目

的語･動詞語順の消失と同様に、vのEPP素性の

消失の帰結として説明される。コントロール

不定詞節の場合には、1300年頃にかき混ぜが

急激に減少するが、これはコントロール不定

詞節におけるPRO主語の出現と関係がある。す

なわち、不定詞標識toの前置詞から機能範疇

への文法化によりコントロール不定詞節がTP

へと変化すると、その外項が不定詞形態素で

はなく、PROとしてvPの指定部に現れるように

なる。その結果、コントロール不定詞節のvP

がフェイズとなり、さらにPROの介在により、

A移動としてのかき混ぜが阻止されるように

なるのである。 



 

 

（１）について以上のような結論を導いた

が、その後の（２）の調査により、古英語で

は、コントロール不定詞節、および特に使役

動詞の補部に現れる顕在的主語を欠く不定詞

節からのかき混ぜが多く観察され、初期中英

語よりも頻度が高いことが分かった。また、

初期近代英語の調査により、コントロール不

定詞節からのかき混ぜは稀ではあるが、16世

紀後半まで可能であったことが明らかとなっ

た。さらに、初期近代英語には例外的格標示

構文の主語の移動が散見されるが、そのほと

んどが「動詞－不定詞主語－副詞(not)」とい

う語順で現れるので、かき混ぜではなく目的

語転移の事例であると分析される。 

以上の結果を踏まえると、不定詞節からの

かき混ぜは、古英語から初期中英語までは頻

繁に見られたが、その後徐々に衰退し、16世

紀中には消失したことが判明した。この言語

事実は、従来の研究にはない新たな発見であ

ると言える。この結果に基づいて、コントロ

ール不定詞節からのかき混ぜの消失は、機能

範疇Tの確立によりPROが義務的に不定詞主語

として現れるようになったことによる、そし

て、例外的格標示構文については、かき混ぜ

と目的語転移を区別する必要があり、前者の

消失は「目的語－動詞」語順の消失と関係が

ある、という結論に至った。 

 次に、不定詞節の再構成に関する研究が一

応の結論に達したので、小節の再構成現象と

して、小節主語と述語の倒置について調査を

行い、機能範疇の出現という観点から生成文

法に基づく理論的説明の可能性を探求した。

まず、古英語から初期近代英語までの電子コ

ーパスに基づく調査より、初期の英語では小

節主語と述語の倒置が現代英語よりも広く観

察されることが分かった。現代英語では、小

節主語が述語よりも重い場合にのみ倒置が起

こるが、初期の英語では前者が後者と同じ重

さ、または前者が後者よりも軽い場合にも倒

置が可能である。現代英語の小節における倒

置には主語の右方移動が関与しており、右方

移動に対する制約が英語史を通じて変化して

いないとすると、初期の英語では、述語の左

方移動により倒置が生じていたと思われる。

さらに、データを注意深く見てみると、述語

全体が移動している例と述語の主要部のみが

移動している例が観察され、後者の例はイタ

リア語で見られる小節再構成と同様の現象で

ある。この言語事実も、従来の研究にはない

新たな発見である。 

 小節の構造変化、特に機能範疇の出現を示

す独立した現象として、as、遊離数量詞、虚

辞主語の分布について以前に調査を行った。

その結果、14世紀に小節内に叙述を認可する

機能範疇Pred(ication)が出現し、18世紀中に

確立したという仮説を立てた。そして、今回

この仮説を上記の倒置にも適用し、Predの有

無が小節主語と述語の倒置可能性に関与して

いると考えるに至った。すなわち、Predが確

立される18世紀までは、小節が語彙範疇のみ

からなる構造を持っていたので、述語（の主

要部）の左方移動が可能であったが、18世紀

中にPredが確立されると、PredPがフェイズで

あるために述語（の主要部）の左方移動が不

可能となり、現代英語では倒置は右方移動に

よってのみ生じるのである。 

 最後に、これまでの研究の総括を行うとと

もに、不定詞節と小節における再構成の歴史

的変遷において重要な役割を果たす機能範疇

について、２つの事例を比較しながら、その

出現の原因について考察した。まず、不定詞

節の再構成現象としてコントロール不定詞節

からのかき混ぜについて研究してきたが、古

英語から初期近代英語にかけて不定詞標識to

が徐々に前置詞から機能範疇Tへと変化した

結果、不定詞のvPがフェイズとして確立し、

さらにPRO主語が義務的に現れるようになっ

たために、A移動であるかき混ぜが16世紀中に

消失したと結論付けた。この不定詞節におけ

る機能範疇の出現は、不定詞標識toが語彙範

疇である前置詞から機能範疇Tへと変化した、

文法化の典型的な事例である。一方、小節の

再構成現象として主語と述語の倒置について

研究してきたが、14世紀に小節内に叙述を認

可する機能範疇Pred(ication)が出現し、18

世紀中に確立した結果、それ以降は小節がフ

ェイズとして確立されたために、述語(の主要

部)の左方移動が許されなくなり、主語と述語

の倒置が現代英語と同様の制限に従うように

なったと結論付けた。この小節における機能

範疇の出現は、既存の語彙範疇が機能範疇へ

と変化する文法化であるとは考えられない。

そこで、中英語に起こった小節主語と述語の

形態的一致の消失に基づき、両者の形態的一

致があった時代には小節における叙述が形態

的に認可されていたが、その消失により機能

範疇Predが出現し、叙述を認可するようにな

ったと結論付けた。すなわち、小節における

機能範疇Predの出現は文法化ではなく、主語

と述語の形態的一致の消失が原因であり、叙

述理論が重要な役割を果たすという点で、形

態論により駆動された統語変化であるという

ことになる。従来の研究でもこのタイプの機

能範疇創発の事例の存在が主張されてきたが

(Gelderen 1993, Osawa 2003)、それらは法助

動詞や冠詞の発達など、典型的な文法化の事



 

 

例である。一方、本研究で明らかとなった機

能範疇Predの出現は、既存の要素の文法化で

あるとは考えられないので、形態変化の帰結

としての機能範疇創発の事例の存在を立証し

たという点で、国内外の当該の研究分野への

インパクトは大きいと言えるであろう。 
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